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はじめに 　
７月、私たちは生活デザイン演習という授業で奥波見のデザインサーベイを行いました。奥波
見のみなさんにお世話になるのはこれで３回目になり、すっかり顔なじみになっている学生も
いました。毎年夏になると押しかけてくる私たちに、いやな顔もせずおつき合いくださるみな
さんのおかげで、今年も実りある体験を行うことができました。何度来ても、奥波見の生活に
は新しい発見があります。ここでは２回生が中心になって行った調査の様子をお伝えしたいと
思います。

山仕事班　金森美加　中澤理絵　宮本典子　辻みどり（院1）　村上幸恵（４回） 　
私たちは奥波見の山仕事のすばらしさを発見するべく調査を行いました。まず、岩城元さん・
妙子さんに植林地に案内していただき、実際に枝打ちや草刈りを体験しました。（かえって足
手まといだった気もしますが・・・）そして田中嘉久芳さん・百合子さんには、木材の切り出
しの様子を見せていただきました。 また、山崎誠吾さんには、昔行われていた炭焼きについて
お話をうかがうことができました。そうして調査を続けるうちに、私たちは、現在の山の状況
は必ずしも理想的なものではないことを知りました。そんな現状を考えに入れながら、どんな
解決策があるだろう？と話し合ってみました。 

＜雑木林と炭焼き＞ 　
４～５０年前までは、農家の現金収入の手段として炭焼きが盛んに行われていました。そのた
め、雑木林は適度に伐採され、木の実や山菜を取りに入るのも容易にできました。しかし、電
気・ガスの普及によって炭焼きは行われなくなり、必然的に山に入ることが減ってしまい、現
在では人の出入りが難しい荒れた状態になってしまいました。 

＜植林地＞ 　
戦後は木材の需要が多くあり、奥波見でも林業が盛んに行われました。しかし、輸入木材の普
及や住宅の工業化におされ、需要は激減し、人手不足に陥っていきました。その結果 、植林地
は荒れ、雪で折れた木もそのまま放っておかれているような現状です。そこで私たちが考えた
のは「０才からはじめる植林」で、都会に住む人が自分の子供を育てるのと同時進行で木を育
てていくというプランです。

　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （はりきって山に入るところ）



奥波見の水班　中野陽子　西村有美　 羽切聖美　山岡由佳（３回） 

奥波見は自然が豊かなところなので、お水もおいしいだろう！ということで、私たちは奥波見
の水について調査しました。奥波見では現在、「大口の水源地」というところから市の水道が
引かれています。市の水道が整備される前、シモ（手前の集落）の人たちは「新宮の水源地」
を共同で利用し、各家庭にも縦穴の井戸があったようです。オクゴ（奥の集落）の人たちは各
家 庭の縦穴・横穴の井戸や共同の水場を利用していたそうです。私たちはこのオクゴの井戸に
ついて詳しく調査しました。
奥波見の水班　中野陽子　西村有美　羽切聖美　山岡由佳（３回） 　
奥波見は自然が豊かなところなので、お水もおいしいだろう！ということで、私たちは奥波見
の水について調査しました。奥波見では現在、「大口の水源地」というところから市の水道が
引かれています。市の水道が整備される前、シモ（手前の集落）の人たちは「新宮の水源地」
を共同で利用し、各家庭にも縦穴の井戸があったようです。オクゴ（奥の集落）の人たちは各
家 庭の縦穴・横穴の井戸や共同の水場を利用していたそうです。私たちはこのオクゴの井戸に
ついて詳しく調査しました。
＜田村よし子さん＞ 　
よし子さんのお宅では、昭和２８年に掘った縦穴の井戸があり、一年前（平成１１年）にポン
プが壊れるまで使用されていたそうです。
＜山口貢さん＞ 　
貢さんのお宅には横穴の井戸があって、市水道ができるまで使われたそうです。井戸が枯れた
ときは「大池」という共同の水場を使っていましたが、大池は市道ができたら枯れてしまった
そうです。貢さんには「大口の水源地」まで連れていってもらいました。 

＜山本鉄治さん＞ 　
このお宅には縦穴の井戸とわき水があり、鉄分の多い水が出たそうです。 

＜田村与吉さん．愛子さん＞ 　
田村さんのお宅のあたりは、１メートルぐらい掘るとすぐ水にあたって泥水になってしまうの
で、横穴の井戸を使っていました。井戸が枯れたときには「清水の池」からくんだそうです。 

＜西川公之さん＞ 　
このお宅には巨大な縦穴の井戸があり、ここの水は奥波見の他の井戸が枯れても、唯一枯れな
かったそうです。私たちはその理由として、ここは水道（みずみち：水が良く出る場所）なの
ではないか？と推測しました。他のお宅の横穴が全部ここを向いているのはそのせいではない
でしょうか。 

＜田村嘉久芳さん＞　 　
こちらのお宅では今でも井戸水を利用していらっしゃいます。市水道は補助的にしか使わない
そうです。 

また、かつて使っていた横穴は現在、さつまいもなどの貯蔵庫になっていました。現在は共同
の井戸がなくなって、水の使用を通 した家と家とのつながりがなくなったのは残念ですが、今
も井戸を使っているお宅もあって、自然から水を取り入れているのがとても新鮮に感じまし
た。

 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今は役目を終えた「清水の

池」）



産品開発班　加藤静花　鶴田裕美　上田らん（３回）　長尾智子（院１）　小笠原りん（４
回）　
奥波見のみなさんはそれぞれに、豊かな自然を利用する技術を持っていらっしゃいます。どこ
のお宅でも、木の根を加工して花台にしたり、様々な保存食を作っておられたのですが、私た
ちは、今回調査させていただいた４軒のお宅（西川さん、田村愛子さん、黄前さん、品川ちえ
こさん）のほとんどで作っていた梅酢に着目しました。梅酢とは、梅干しを作ったときにでき
る、シソと塩の混合液のことで、シソの葉が多い程、また長く漬ければ漬ける程、きれいなピ
ンク色になります。私たちはこの色を食品や生活用品の染色に利用することで、きれいで安全
に使えるものができるのではないかと考えました。 

　私たちが実際に作ってみたのは、梅酢を使ったポン 菓子と、お茶に入れて出すための梅酢漬
けの花茶です。 花茶は、選んだ花が大きすぎ、まだ蕾であったことか らか、お湯のなかでうま
く開いてくれず残念でした。 ポン菓子は、本来の作り方を少し変えて、短時間でで きるように
工夫しました。何度も試作品を作り、発表 会でみなさんに試食していただきました。

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （皆でポン菓子を試食）

写真班　福永才子　増田めぐみ　水野聖子　村上真樹子　亀井康孝（４回）　 　
私たちは奥波見の隠れた美しさを、デジタルカメラ を使って撮影し、「奥波見の魅力」写 真集
を作りました。 奥波見の風景や、建物、生き物、人物など、みなさん が普段見慣れているもの
を、視点を変えて撮りました。 奥波見の隠れた美しさを、みなさんに再認識していただけるよ
うな写真集になっていたら幸いです。（なお、この写 真集は別紙にまとめてお届けする予定で
す。）

 

（写真班の面々）

物語班　牛島由理　浦田織江　岡田尚子　黒川陽一（４回） 　
当初私たちは、奥波見の自然の怖さをうかがい、それ をもとに物語を創作し、絵本にするとい
う計画でした。 しかし、みなさんにお話を聞いていくと「あまり怖くな い」という方が多かっ
たので、自然の怖さにはこだわら ず、神社の伝承や昔ながらの暮らしの様子などを調べ、 そこ
から私たちなりの物語を作りました。 （この絵本も別の機会にご紹介するつもりです。）



 　　　　　
発表会の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵本の表紙

食事会＆発表会 　
奥波見で過ごすのも今夜が最後、という７月１７日の夕方には、恒例の食事会と調査の発表会
が奥波見公民館で行われました。昼過ぎから奥波見の奥様方と、何人かの学生が心を込め
て、（つまみ食いしながら）作った郷土料理の数々が食卓に並びました。今年は、予定のメ
ニュー以外のものも思いつきで作ってしまうといういきおいの良さ。発表直前まで調査のまと
めに追われていた学生達の心を慰めてくれました。もっとも、お手伝いしていた学生の中に
は、つまみ食いでお腹いっぱいになったむきもありましたが・・・。 食事の後の発表会は、去
年までより映像がたくさんあり、みなさんに楽しんでいただけたのではないかと思っていま
す。



おわりに
冒頭でも述べましたように、毎年やってくる私たちを、今年もあたたかく迎えて下さったこと
に感謝しています。奥波見のみなさんは、学校では教えてくれないことを私たちに教えてくれ
る貴重な先生達です。私たちはその教えと知恵を忘れずに、これからの生活に活かしていきた
いと思います。 　来年も私たちの後輩と、おそらくおなじみのメンバーも何人か奥波見にお
じゃますると思いますが、どうかあたたかく迎えてやって下さい！


